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問 1 次の英文を和訳しなさい。 

  

                                          

 食事は、運動のパフォーマンスに大きく影響を与え得る。しかし、近年の研究の進展は 

が、スポーツや運動の栄養への理解を大きく変えてきている。 アスリートは、成功を目指

しトレーニングや試合において様々な栄養戦略をとる。 トレーニングの目的は、トレーニ

ングの刺激に反応してタンパク質の合成と分解を選択的に調節することにより、筋肉や他

の組織の構造や機能に変化を促進することである。 このプロセスは、運動後の期間におい

て、必須アミノ酸の有用性により影響される。 アスリートは、炭水化物を多く含む食事を

摂ることを勧めれてきた。しかし、低炭水化物食は、筋肉の脂肪酸化能を高め、限られた炭

水化物の貯蔵を節約する可能性がある。 しかしながら、そのような食事は、持久力のパフ

ォーマンスを高めるわけではない。 炭水化物不足の状態でのトレーニングによって上昇

した脂肪酸化能が体脂肪の減少を促すかにどうかは、まだ分かっていない。                            

                                             

                                            

 

問 2 次の英文を和訳しなさい。 

 

 身体活動は様々な病気のリスクを減らし、運動は 2 型糖尿病、認知症、心臓血管疾患、が

んのような生活習慣病に対する薬として処方されることがある。 ここ数十年の間に、骨格

筋が内分泌器官として働き、オートクリン、パラクリン、あるいはエンドクリンの方法で作

用を示す何百ものマイオカインを産生、分泌できることが明らかになってきた。 近年の進

展では、骨格筋が運動に反応してマイオカインを産生し、筋肉自体の内部のコミュニケーシ

ョンと同様に、筋肉と脳、脂肪組織、骨、肝臓、腸、膵臓、血管、皮膚を含む他の臓器との

クロストークを可能にすることを示す。 ヒトにおいて、少数のマイオカインのみが特異的

な機能を割り当てられているが、マイオカインの生物学的な役割は、例えば認知、脂質やグ

ルコースの代謝、白色脂肪の褐色化、骨形成、内皮細胞の機能、肥大、皮膚構造や腫瘍の成

長への影響を含むことが分かっている。 これは、マイオカインが、例えばがん、糖尿病、

あるいは神経変性疾患の人びとに対して運動処方をモニタリングする有用なバイオマーカ

ーになるかもしれないことを示唆する。                               

                                              

                                                


